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長
年
の
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る

岩
手
山
麓
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
が

意
欲
あ
る
担
い
手
賞
に
選
ば
れ
る

入賞者を代表して高橋彩さん
が田村市長に受賞を報告

財団法人明るい選挙推進協会会長・都
道府県選挙管理委員会連合会会長賞を
受賞した高橋さんの作品

長年の功績が認められた藤本さん
表彰状を手にする伊藤代表㊥と
副賞を持つ小野寺右

すすむ

さん㊨　　

　
平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
と
関

係
者
ら
７
人
が
12
月
26
日
、
受
賞
の

報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
の

１
４
７
９
人
が
作
品
を
応
募
。
市

内
か
ら
は
、
全
国
表
彰
を
含
む
４

人
の
児
童
・
生
徒
が
入
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

■
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
会
長
・
都
道
府
県
選
挙
管
理
委

員
会
連
合
会
会
長
賞
＝
高
橋
彩さ

や
か

（
平
舘
高
３
年
）

■
県
審
査
入
賞
者

▼
小
学
校
の
部
・
優
秀
賞
＝
山
口

桃も
も

音ね

（
平
笠
小
６
年
）

▼
中
学
校
の
部
・
最
優
秀
賞
＝
工

藤
萌
（
西
根
中
３
年
）

▼
高
等
学
校
の
部
・
最
優
秀
賞
＝

高
橋
彩
、
優
秀
賞
＝
中
軽
米
航
輝

（
平
舘
高
３
年
）

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
か
ら
４
人
が
入
賞
し
ま
し
た

れ
る
も
の
で
す
。

　
藤
本
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か

ら
県
傷し

ょ
う

痍い

軍
人
会
二
戸
支
部
の

事
務
局
を
務
め
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
な
ど
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。
自
ら
も
戦
地
で
負

傷
し
た
経
験
を
持
つ
藤
本
さ
ん

は
、「
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り

を
持
て
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し

い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
援
護
事
業
功
労

者
の
表
彰
式
が
12
月
11
日
、
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
の
合
同

庁
舎
で
行
わ
れ
、
藤
本
繁は

ん

治じ

さ

ん（
89
）＝
湯
の
沢
＝
が
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺

族
、
未
帰
還
者
留
守
家
族
な
ど

の
援
護
事
業
に
携
わ
り
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
る
た
め
に
贈
ら

　
農
事
組
合
法
人
岩
手
山
麓
デ

イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
が
、
平
成
24

年
度
い
わ
て
農
林
水
産
表
彰
事

業
の「
意
欲
あ
る
担
い
手
賞（
農

業
部
門
）」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
12
月
18
日
に
盛
岡

市
の
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
い
わ
て
農
林
水
産
躍
進
大
会
」

で
行
わ
れ
、
同
法
人
代
表
の
伊

藤
一
稔
さ
ん（
61
）＝
高
宮
＝
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
良
質
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ

（
家
畜
に
必
要
な
栄
養
を
十
分

に
含
ん
で
い
る
混
合
飼
料
）の

製
造
と
供
給
を
し
て
い
て
、
今

回
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
賞
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

た
伊
藤
代
表
は
、「
市
と
連
携

し
て
未
利
用
地
の
活
用
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
今
後
の
展
望

に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

耐
久
性
に
優
れ
漏
水
対
策
も
万
全

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
完
成

市
役
所
職
員
も
現
場
で
消
火
活
動

市
特
別
消
防
班
が
発
足
し
ま
し
た

東
大
更
小
の
閉
校
後
の
活
用
策
と

跡
地
利
用
に
つ
い
て
要
望
書
提
出

配
備
し
、
火
災
発
生
時
は
市
消

防
団
と
協
力
し
て
、
消
火
活
動

に
当
た
り
ま
す
。

　
班
は
、
消
防
団
に
所
属
し
て

い
る
男
性
職
員
63
人
で
編
成
。

火
災
の
情
報
を
入
手
し
や
す

く
、
市
外
な
ど
で
勤
務
し
て
い

る
分
団
員
が
出
動
で
き
な
い
日

中
の
火
災
を
想
定
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　
市
特
別
消
防
班
の
発
足
式
が

12
月
19
日
、
市
役
所
本
庁
舎
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
職
員
ら
約
30
人
が

出
席
。
班
を
代
表
し
て
米
田
直

光
環
境
衛
生
係
長
が
、
田
村
市

長
か
ら
消
防
車
両
と
資
機
材
の

引
渡
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
特
別
消
防
班
は
、
本
庁
舎
と

安
代
総
合
支
所
に
消
防
車
両
を

　
2５
年
３
月
に
閉
校
す
る
東
大

更
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
同
校
閉
校
記
念
事
業
実
行

委
員
会
の
松
舘
巖
委
員
長
と
跡

地
検
討
部
の
武
田
初
太
郎
会
長

が
11
月
29
日
、市
役
所
を
訪
れ
、

田
村
市
長
に
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
同
校
跡
地
に
つ
い
て
、今
後
、

校
舎
内
の
設
備
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
利
用
な
ど
も
含
め
、
地
域
の

た
め
に
有
効
活
用
し
て
い
く
よ

う
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
。
開
所
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
処
理
施
設
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
処
分
場
に
は
、
全
面
５
層
構
造

と
な
る
遮
水
シ
ー
ト
が
張
ら
れ
た

埋
立
部
と
そ
こ
か
ら
浸
出
す
る
水

を
高
度
に
処
理
し
、
水
質
改
善
を

し
て
か
ら
放
出
す
る
た
め
の
設
備

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遮
水
シ
ー
ト
に
は
損
傷
を
感
知
す

る
シ
ス
テ
ム
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
て
、
汚
水
が
漏
れ
出
さ
な
い
よ

う
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
処
分
場
建
設
の
事
業
費
は
、
約

９
億
３
４
０
０
万
円
で
、
既
存
の

処
分
場
が
処
理
限
界
に
達
し
た

後
、
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
埋
立
期
間
は
、
1５
年
間

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
建
設
が
進
め

ら
れ
て
き
た
市
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
が
完
成
し
、
12
月
４
日
に

開
所
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
関
係
者
ら
約
40
人
が

宝くじの助成金活用し
コミュニティを活性化

　
松
尾
地
区
地
域
振
興
協
議
会
で

は
10
月
31
日
、
は
ん
て
ん
や
テ
ン

ト
、
太
鼓
な
ど
の
備
品
を
購
入
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を

利
用
し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
今

後
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

宝くじの助成金で購入
した太鼓

◎
受
賞
フ
ァ
イ
ル

（
敬
称
略
）

■
第
５７
回
農
業
委
員
会
大

会（
11
月
９
日
、
都
南
文

化
会
館
）

▼
永
年
勤
続
農
業
委
員
表

彰（
通
算
５
期
1５
年
以
上
）

＝
羽
澤
敦
志（
五
日
市
）

■
第
４
回
公
募
日
本
習
字

硬
筆
展（
主
催
：
公
益
財

団
法
人
日
本
習
字
教
育
財

団
）

▼
岩
手
日
報
社
賞
＝
齋
藤

莉り

星せ（
西
根
第
一
中
３
年
）

引渡書を受け取る米田係長㊥要望書を手渡す松舘委員長㊥と武田会長㊨

埋立部の容量は24,７00立方㍍です
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